
TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup
第１戦  オートポリス ゴールドカップレース

2026 年４月４日（土）〜５日（日）　オートポリス（大分県）

４月２日（木）〜 4日（土）
天候：曇り／雨　路面：ウエット／ドライ

いよいよ 2026 年開幕！
好調な週末も予選でまさかのトラブル

■ Practice　スポーツ走行／専有走行

　TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup
に 2025 年から参戦を開始したオキナワド
リームレーシングは、2026 年も沖縄出身の
レーシングドライバー、平良響とともにプロ
フェッショナルシリーズに臨む。沖縄の各社
がサポートし、沖縄トヨタのディーラーメカ
ニックもチームに参加し、モータースポーツ
参加を通じて技術を鍛えていく。
　昨年同様の体制で臨む 2026 年の開幕戦の
舞台は、昨年同様大分県日田市のオートポリ
スだ。高地にありアップダウンに富んだコー
スで、天候が乱れやすい特徴があるが、４月
２日（木）の走行初日から、オートポリスは
深い霧に包まれてしまった。幸い、午後のス
ポーツ走行からコースインすることができ、

走行２日目となる４月３日（金）は晴天にも
恵まれることになった。
　今季、平良響がドライブする GR86 は昨年
途中から投入した２年目の車両だが、各部が
馴染み平良も好フィーリング。金曜のスポー
ツ走行も上位陣と遜色ないタイムで周回を重
ねることができていた。
　この第 1 戦は、木曜、金曜の走行を経て、
４月４日（土）に午前 10 時から特別スポー
ツ走行、午後２時 30 分から 30 分間の仕上
げの専有走行が行われる予定だったが、オー
トポリスはふたたび濃い霧に包まれてしまっ
た。そのため、最終的な確認は行うことはで
きなかったが、好感触を掴んだまま３日間の
走行を終えることになった。



■Race　決勝レース

　今回の第 1 戦オートポリスは、公式予選か
ら約３時間のインターバルで決勝レースを迎
えたが、公式予選で壊れてしまったミッショ
ンは、作業としては十分決勝までに対応可能
なものだった。
　しかし、規定で決勝レースへの出走はなら
ず、オキナワドリームレーシングと平良の開
幕戦は決勝レースを戦うことなく終えること
になってしまった。
　2025 年もオートポリスでは悔しい思いを
することになったが、今季はその無念を晴
らすことはできなかった。しかし、クルマの
手ごたえは十分ある。次戦の舞台となる５月
16 日（土）〜 17 日（日）のスポーツランド
SUGO での一戦に向け、オキナワドリームレー
シングは気持ちを切り替えていく。

４月５日（日）
天候：晴れ　路面：ウエット

■Drivers Voice　ドライバーコメント

今季の開幕戦でしたが、木曜からクルマはアンダーステアだったものの、路面が改善するとと
もにバランスが良くなり、良い感触を得ることができていました。期待して臨んだ公式予選だっ
たのですが、バックストレートでミッションが突然壊れてしまって。セクター１〜２まで上位
タイムだったので悔しさもひとしおです。決勝までに直るものではあったのですが、規定によ
り出走することができず、寂しいレースウイークとなってしまいました。次戦の SUGO は昨
年舗装が新しく戸惑ったところもあったので、データをしっかり見直して臨みたいですね。

平良 響　Hibiki Taira

■ Qualify　公式予選

　迎えた４月５日（日）は、午前９時からプ
ロフェッショナルシリーズの公式予選がス
タートした。
　曇り空のもと、前日までの雨のためわずか
に濡れた部分が残るなか、平良は他の多くの
ライバルたちとともに、チェッカーラップを
目指してコースインし、アタックに入って
いった。
　木曜の走り出しから好調だった平良は、こ
の予選アタックでも好感触でタイヤを温める
とアタックラップに入っていった。前には、

2025 年のチャンピオンドライバーであり、
平良と仲の良い #1 堤優威選手がアタックに
入っており、離されずアタックができていた。
　しかし、コース後半の下りストレートに
入った平良のマシンは、突如ミッションが壊
れてしまった。好アタックがタイムに結びつ
かない痛恨のギヤボックストラブルとなって
しまった。
　結果はノータイム。木曜、金曜から続いて
いた好調が結びつかず、平良にとっては無念
の公式予選となってしまった。

４月５日（日）
天候：曇り　路面：ウエット





■ 2026 Round.1 Result　リザルト


